
1 

 

第 15回生活科学系コンソーシアム総会 議事録 

 

日時 2022年 5 月 22 日（日） 17：00～18：50 

方法 オンライン会議（Zoom） 

出席者（敬称略 あいうえお順） 合計 35 名 

構成学会 14 学会 25 名 

国際服飾学会  阿部栄子 安蔵裕子 

生活経済学会  上村協子 倉田あゆ子 

日本衣服学会  村上かおり 谷田貝麻美子 

日本家政学会  香西みどり 藤井恵子 

日本家庭科教育学会 堀内かおる 綿引伴子 

日本健康心理学会 田中共子    遠藤公久 

日本消費者教育学会 東珠実  柿野成美 

日本食生活学会             佐々木弘子 

日本食品衛生学会 小西良子  

日本食品科学工学会 松井利郎    谷口亜樹子 

日本繊維製品消費科学会     大矢勝 

日本調理科学会  綾部園子 名倉秀子 

日本保育学会  秋田喜代美 波多野名奈 

服飾文化学会      玉田真紀 田中淑江 

家政学分科会委員 10名 

  阿部栄子 小川宣子 工藤由貴子 重川純子 守隨香 杉山久仁子 鈴木惠美子 

多屋淑子 都築和代 宮野道雄 

欠席者 

 構成学会 2学会 

  日本健康医学会 日本健康科学学会  

 家政学分科会委員 1 名 

  池田彩子 

配布資料 

資料 1 出席者名簿 

資料 2 生活科学系コンソーシアム第 34 回会議議事録（案） 

資料 3 2021 年度活動報告案 

資料 4 2021 年度決算報告案 

資料 5 2022 年度活動計画案 

資料 6 2022 年度予算案 

資料 7 構成学会の会長及び連絡係の氏名および連絡先一覧 

 資料 8 分科会委員の氏名および連絡先一覧 

 資料 9 会費入金依頼 

 資料 10 国立国会図書館インターネット資料収集保存事業 

 資料 11 第 11 回生活科学系コンソーシアムシンポジウム参加者アンケート 

    資料 12 第 12回シンポジウムについて 

 

守隨副会長司会のもと審議に先立ち資料 1 の名簿順に自己紹介が行われた。 
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議題 

（１）生活科学系コンソーシアム第 34 回会議議事録の承認 

工藤委員より議事録案（資料 2）が説明され、「委員長、副委員長」を「会長、副会長」へ、および「日

本消費者学会」を「日本消費者教育学会」に修正した上で第 34 回会議議事録として承認された。 

（２）2021年度活動報告 

杉山会長より、2021 年度活動報告案（資料 3）が説明された。2021 年度は会議 3 回、総会、シンポジ

ウム主催 1回、後援は連続公開シンポジウム 3 回、第 13回博士課程論文発表会が開催された他、後援名

義使用が２件（会議後、日本消費者教育学会を加えて３件に修正）あったことが説明され、承認された。 

（３）2021年度決算報告 

 鈴木会計担当委員より、2021 年度決算報告案（資料 4）が説明された。2021 年度は会議、シンポジウ

ム、博士課程論文発表会がオンライン開催であったため、会場費等の支出がなかったが、博士課程論文発

表会の表彰状の送料等およびアルバイト代が予算より増加したことが説明された。また、多屋監事より監

査報告があり、承認された。 

（４）2022年度活動計画 

 杉山会長より、2022 年度活動計画案（資料 5）が説明された。2022 年度は会議 3 回、総会、シンポジ

ウム主催 2 回、博士課程論文発表会を開催すること、および後援名義使用として 4 件が予定されている

ことが承認された。 

（５）2022年度予算 

 鈴木会計担当委員より、2022 年度予算案（資料 6）が説明された。予算としては会議、シンポジウム、

博士課程論文発表会を対面で行うことを想定し、昨年度予算と同額を計上したが、博士課程論文発表者は

８名を想定したことが説明され、承認された。 

（６）第 12回シンポジウムについて 

 杉山会長より、第 12回シンポジウムの検討に先立って、第 11 回シンポジウム参加者への Google フォ

ームを用いてのアンケート（資料 11）実施について諮られ、実施が承認された。杉山会長から送付され

る。次に、シンポジウムに関するこれまでの経緯および第 12 回シンポジウムの主題・副題案並びに内容

（資料 12）について説明され、意見交換が行われた。結果として、時期的には 12 月にオンラインで開催

することが決定された。また、詳細な日程、構成学会からの報告に関する検討、パネルディスカッション

の内容などについて６月末までにアンケートで意見を求め、第 35 回会議で内容確定するなどのスケジュ

ールを確認した。 

（７）第 14回博士課程論文発表会について 

 杉山会長よりコロナ禍の下での論文発表会の経過として 2019 年度は中止、2020 年度、2021 年度はオ

ンラインで実施したことが説明され、第 14 回発表会の開催方法について、オンライン、対面、ハイブリ

ッドのいずれが良いか意見交換が行われた。結果として賛成多数で「オンライン」に決定した。 

（８）その他 

 杉山会長より国立国会図書館からのインターネット資料収集保存事業（資料 10）について説明があり、

生活科学系コンソーシアムのウェブサイトの収集保存の許諾を行うことを承認した。 

 

確認事項 

（１）構成学会の会長および連絡係の氏名および連絡先 

 杉山会長より、連絡先一覧（資料７、8）に変更がある場合は事務局までメールで連絡して欲しいとの

依頼がなされた。 

（２）2022年度会費について 

 鈴木会計担当委員より、資料 9に基づき、構成学会への会費納入に関する依頼がなされた。 

（３）構成学会の 2022年度行事予定について 
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 杉山会長より、各構成学会の 2022 年度行事予定を、ホームページ掲載の様式を用いて事務局までメー

ルで連絡して欲しいとの依頼がなされた。 

（４）その他 

 なし 

 

報告 

（１）構成学会から 

 2022年 3月以降に実施した取組および今後の取組予定について報告が行われた。 

（２）家政学分科会から 

 杉山会長より家庭科における免許外教科担任制度に関するＷＧの活動について、守隨副会長より子育

て支援に関するＷＧの活動について報告がなされた。 

以上 


